
 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

令和５年度（2023年度）本日、本校の教育活動が最終回を迎えました。学校はドラマや映画のよ

うに、最終回に向かって作られたシナリオなどはなく、どちらかというと地味で平凡な毎日を淡々

と描き切るようなドラマかもしれません。このような日常の中にも、大なり小なりのドラマチック

なことがあるのもまた、学校ならではのドラマです。先日の卒業式の式辞でも述べましたが、当た

り前や普通は幸せなことと改めて見直してしまうこの時代において、本校の子どもたちが、災害や

事件に巻き込まれることなく、また、大きな事故や怪我をすることもなく、本日、修了式を迎えるこ

とができたこと。そして、無事に卒業式が挙行できたことを何よりも喜ばしく感じます。これも保

護者や地域のみなさんが、子どもたちの日常を支えていただいたおかげであることに他なりません。 

 

さて、話を少し戻します。学校を１本のドラマに例えると、全６話からなり、第１話目は必ず入学

式のシーンがあり、第６話目のラストシーンには必ず卒業式が設定されます。ラストシーンを迎え

る多度志っ子は、「自ら学び、最後までやりとげる」「よさを認め合い、助け合う」「進んで体をきた

え、健康や安全に気をつける」このような子どもになるよう私たち教職員はここを頂点として目指

し、全６話をかけて子どもの成長を描いたドラマが完結されます。また、第１話から第５話の最終

回には、必ず修了式というシーンがあります。ここでは、この1年を振り返り、子どもたちは自分の

立てた目標を達成できたのか、達成できなかった場合は、自分に何が足りなかったのかなどを反省

する場面があります。学級担任は、今年のドラマの主人公（教え子）の成長過程や良さ、課題などを

「あゆみ」に記し、視聴者である保護者のみなさんに渡します。なお、多度志小学校のドラマには、

全６話全てにおいて共通した題名があります。今年の題名は、『つい夢中になる多度志の子』でありま

したが、みなさんにとっての主人公（お子さん）は、夢中になって取り組んでいる望ましい姿をこの

１年間でどのくらい目にされたでしょうか。 

 

今回は、学校をドラマに見せかけてみましたが、現実の学校生活はドラマや物語のように起承転

結があるわけでもなく、実は地味で平凡な日々の繰り返しの中で、子どもが成長していくところで

あると思います。しかし、その日常は、平凡ながらも１日たりとも同じ日常ではなく、人と人との関

りや交わりがある限り、子どもにとっての学校生活は刺激的な日々に違いない・・・と思うのです。  

４月からは、教職員３名の入れ替わり並び 

に全校児童数１７名によるスタートです。最 

後に鬼に笑われるようなことを敢えて述べま 

すが、本校の子どもたちが、ごく普通で当た 

り前の平凡な日常を送ることができ、来年の 

今ごろも、無事に卒業式と修了式を迎えるこ 

とができるよう、学校と保護者のみなさんプ 

ラス全ての大人の力を結集して、多度志っ子 

を育んでいきましょう！ 

１年間、今年度も大変みなさまにはお世話 

になりました。誠にありがとうございました。 

 

 

《学校教育目標》 
『自ら学び たくましく生きぬく 子ども』 
〇自ら学び 最後までやりとげる子ども （知） 
〇よさを認め合い、助け合う子ども （徳） 
〇進んで体をきたえ、健康や安全に気をつける子ども（体） 

 
【発行日】 令和６年（２０２４年）3 月２２日 

 

校 長    木 村 一 典 
筋書きのないドラマ 

 



 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の行事予定 
５日（金）令和６年度着任式・始業式 

     交通安全街頭指導(～１０日) 

８日（月）入学式(開式:午前１０時３０分) 

９日（火）ＰＴＡ総会・第１回専門部会 

１１日（木）学力検査(第２～６学年) 

１５日（月）１年生給食開始 参観日・懇談会 

１６日（火）委員会① 

１７日（水）前期任命式 

１８日（木）全国学力・学習状況調査(国語・算数 第６学年) 

多度志青少年健全育成連絡協議会総会 

１９日（金）身体測定(全学年) 

２０日（土）ＰＴＡ廃品回収 

２２日（月）Ｂ日課(職員会議のため) 

２３日（火）児童総会 

２４日（水）教育相談(～２６日まで) 

２５日（木）全国学力・学習状況調査(質問紙調査 第６学年) 

交通安全教室 

知能検査(第２・５学年) 

２６日（金）深川市ＰＴＡ連合会総会 

２９日（月）昭和の日 

 ３０日（火）心臓検診(午後 第１学年) 

地域の声を学校へ～ラスト～ 

 令和５年度を締めくくる３月。今年度の本

校の取組の重点の一つである、『地域に開か

れた学校づくり』に向けて地域の皆様のお力

をお借りしながら取り組んでくることがで

きました。次年度は、今年度の取り組みに加

えて新しい形で地域の方と繋がっていきた

いと考えております。皆様からの情報を基に

計画を立てていきますので、 

右記のQRコードから取り込み、 

皆様のお声を届けていただきた 

いと思います。 

令和６年度４月１日付けの人事異動により、

このたび３名の職員が転出することになりまし

た。一人ずつ皆様へお礼の挨拶です。 

【教頭 橋本卓也】 

 数年ぶりに学校現場に戻り、教頭・第５学年

担任として勤務した２年間。子どもたちとたく

さんの学びに触れ、そして、数えきれない貴重

な体験をすることができました。中でも、ＪＡ

多度志の竹内様や多度志青少年健全育成連絡協

議会会長の宍戸様には、本校の教育活動に対し

多大なご支援をいただいたこと、本当に感謝の

念に堪えません。地域の皆様との触れ合いが楽

しい思い出となりました。今まで、ありがとう

ございました。富良野でも頑張ります。 

【教諭 穂苅 浩】 

複式学級の担任は初めての経験で不安なこと

もありましたが、元気いっぱいの子どもたちと

楽しく充実した毎日を過ごすことができまし

た。保護者の皆さんにおかれましては、至らな

い点も多々あり、ご迷惑をかけたこともあった

と思いますが、これまでの数々のご協力に心か

ら感謝いたします。 

４年間、お世話になりました。 

【養護教諭 三浦奈那】 

大学卒業後、初めての職場。新型コロナの襲

来。不安もありましたが、子どもたちの笑顔に

たくさん救われました。また、多度志小学校だ

からこそ、子どもたちと関わる機会が多く、楽

しく充実した4年間を過ごすことができました 

 保護者や地域の皆様には、学校での様々な活

動を通して支えていただきありがとうございま

した。これからも子どもたちのすこやかな成長

を願っています。お世話になりました。 

 

 

 

 

 

おいしくいただきました 

 ３月４日に「ボランティア野菊の会」の柏

倉さん・奥谷さん、またＪＡきたそらちの正

田さんのみなさんより、１個ずつ個包装した

約３０個の笹団子をいただきました。 

 児童を代表して５年生の川端陸斗さんが受

け取り、「おいしくいただきます。」と心を込

めて挨拶をしました。 

一つ一つ笹で包まれ 

た心のこもった笹団子 

を今年もありがとうご 

ざいました 

  

令和６年度書記局が決定 

 ６年生が卒業し、令和６年度の児童会書記

局を決める「前期児童会役員選挙」が３月８

日に、立会演説会と投開票が行われました。 

 各立候補者は、多度志小学校を今よりも「楽

しめる学校」「楽しめて運動ができる学校」と

目標に掲げ、向上心が感じられる力強い演説

を披露することができました。開票の結果、 

前期児童会会長「５年 竹田妃莉さん」、副会長 

「４年  松田奈央さん」が、それぞれ選出され

ました。この２名を中心に、全校児童で新し

い多度志小をつくってほしいと思います。 


